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検討会の最終回となる第４回が実施され、①１０月に立ち上がる予定の開校準備委員会につい
て、保護者の方、PTA役員の方、関係自治会の方、学校運営協議会の方など多くの方が参加者と
なる予定であること、②開校準備委員会は取りまとめを行う「本部会」と、具体的な事項につい
て個別に意見交換を行う「ワーキンググループ」で構成される予定であることなどが改めて共有
されました。委員からは、保護者や地域の方の関心が高い、通学区域を最優先に議論していくべ
きであるという意見や、意見交換する内容に応じて、スポットで参加者（例えば、特別支援教育
の内容を意見交換する際には、特別支援教育に関わる教員など）が参加できるようにしてはどう
かという意見が出されました。
これまでの、４回の検討会の協議を通じて、開校準備委員会の構成（本部会とワーキンググ

ループ）が固まりました。今後は、いよいよ市民の方も含んだ開校準備委員会がスタートします。

１ 開校準備委員会設置検討会通信とは

２ 第４回検討会の概要をお伝えします

開校準備委員会の設置に先立ち、令和６年２月に武蔵浦和駅周辺地区６校の校長・教頭と教育委
員会事務局職員で構成する「開校準備委員会設置検討会」（以下、「検討会」と呼ぶ。）を設置し
ました。検討会での議論の状況を、この「開校準備委員会設置検討会通信」で発信しています。

検討会の実施状況

第1回 2月

第2回 4月

第3回 6月

第4回 9月

開校準備委員会の予定

第1回 10月下旬

第2回 1月
継続的に開催（３か月に１回程度）

３ 今後のスケジュール等主な検討予定事項
本部会 ・各ワーキンググループでの意見交換結果の取りまとめ

通学区域
ワーキンググループ ・通学区域の検討 ・通学路の検討 ・通学方法の検討

カリキュラム
ワーキンググループ

・学校行事に係る検討 ・クラブ活動や委員会活動等に係る検討
・学用品に係る検討 ・特別支援教育に係る検討

学校生活
ワーキンググループ

・学校生活のきまりに係る検討 ・「Solaるーむ」に係る検討
・さわやか相談室に係る検討

校名・移行イベント
ワーキンググループ ・校名、校章、校歌、移行に伴うイベントに係るスケジュールや決定方法の検討

学校地域協働
ワーキンググループ

・学校運営協議会に係る検討 ・PTAに係る情報共有
・チャレンジスクールに係る検討 ・SSNに係る検討

保健室運営
ワーキンググループ

・保健室経営に係る検討 ・関係機関との連携に係る検討
・保健室（施設）に係る検討 ・学校安全等に係る検討

給食室運営
ワーキンググループ

・調理業務に係る検討 ・各マニュアルに係る検討
・給食室（施設）に係る検討

学校事務運営
ワーキンググループ

・人事配置、費用に係る検討 ・必要物品に係る検討
・校内インフラに係る検討



沼影新設校舎の教室イメージをお伝えします

発行・問合せ 開校準備委員会設置検討会事務局（教育委員会事務局管理部教育政策室）
電話 048-829-1627 FAX 048-829-1989
Email kyoiku-seisaku@city.saitama.lg.jp

武蔵浦和駅周辺地区義務教育学校についてのホームページはこちら
https://www.city.saitama.lg.jp/003/002/001/p082303.html

編集後記

よくある御質問への回答
Ⓠ教室と廊下の間の壁が可動式となる予定ですが、
声が漏れ聞こえるなど、授業に集中できなくなるの
ではないでしょうか。
Ⓐ沼影新設校舎では、教室の壁に可動間仕切りを採
用する予定です。テストなど落ち着いた環境が必要
な場面では可動式の間仕切りで廊下と物理的に仕切
ります。これにより、従来のようにクラスごとに授
業を行ったり、テストの際に静かで集中できる空間
にしたりすることが可能となります。また、グルー
プ学習などで教室を広く使う学習を行う場合や２ク
ラス合同で授業を行う場合は、教室と廊下を一体と
して広く使うことが可能になります。そのため、授
業参観のときには間仕切りを動かしオープンにして
多くの保護者の方に授業を見ていただくこともでき
るメリットがあります。

Ⓠ本義務教育学校では、特別支援学級はどのように
設置される予定でしょうか。
Ⓐ1〜4年生の特別支援学級は、浦和大里校舎と内谷
校舎に、5〜9年生の特別支援学級は、沼影新設校舎
にそれぞれ設置される予定です。学級編制について
は、前期課程（小学校段階）と後期課程（中学校段
階）に分けて編成します。
特別支援学級及び通級指導教室は、1階に設置され
る予定です。１階に設置をすることで、教室へのア
クセスが容易となり、登下校時の負担が少なくなり
ます。非常時の避難経路も短くなります。通常学級
との交流も想定し、他の教室へアクセスしやすい位
置にエレベーターも設置される予定です。

秋のすっきりとした空気が心地良い季節となりました。本通信は、武蔵浦和駅周辺地区義務教
育学校の設置に向けた検討状況を発信する目的で作成されてきました。検討会の状況を伝える本
通信は今回が最終回となります。今後は開校準備委員会の議論の内容をお伝えする媒体を新たに
作成していく予定です。引き続き、御理解・御協力を賜りますようお願い申し上げます。

本通信の内容は令和６年９月時点の情報になります。検討状況は変更となる場合があります。

各教室棟のフロアごとに12の教室を配置する予定です。左の俯瞰図
の①〜⑥に立ったとき、右図の①〜⑥イメージ図のように見えるイ
メージ図になります。
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